
第1回 Connecting Community杯（裏インターハイ）

事業背景・目的

“現場ファーストの大会”を目指し、全国レベルのチームと5日間闘い抜き、自チームの更なる強化・育成に集中して育むことができる環境の提供が目的。 

日本の中心地点である静岡県にてインターハイの全国大会に惜しくも出場機会を逃したチーム に『第2のインターハイ』という全国レベルの大会を提供

したいという想い。また弁当の量や質、B戦の練習試合の担保、宿泊料金や参加費の価格を抑え、選手・指導者である現場の人達が満足できるような

大会実施までの流れ

試合会場・宿泊施設(30施
設)・弁当の仮予約

テント・トロフィーなど
の当日使用する備品購入

試合会場・宿舎施設(30施
設)・弁当の本予約

参加申込書・参加表明表の作成を行い、各チームに送付
→チーム招致(30チーム)を完了させる

参加される30チームを本大会(21
チーム)、フレンドリーマッチ(9

チームに分ける)

対戦表の作成
当日大会運営

7チーム7チーム 7チーム

・21チームが磐田市の3会場で7チームずつによるリーグ戦

・4,5日目に上位チームによる決勝トーナメントを行う

約9チーム

・つま恋で9チームによる
フレンドリーマッチ

裏大会 inつま恋本大会 in磐田市

第1回 Connecting Community杯（裏インターハイ）

NPO磐田スポーツ
協会と共催で大会の
運営を行います

主催 ：(一社) Connecting Community、磐田市

E-mail：connectingcommunity0123@gmail.com

大会情報を
更新します
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